
2013年 統計教育大学間連携ネットワークシンポジウム 

日  時         １０月１２日（土）１４時～１７時半 

場  所    早稲田大学大隈記念講堂 大講堂 

 文部科学省 大学改革推進等補助金 大学間連携共同教育推進事業 平成24年度採択  
 「データに基づく課題解決型人材育成に資する統計教育質保証」 



シンポジウム 趣旨 
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 情報ネットワークで接合された現代においては、地球規模で発想し行動することが必須と

なっています。グローバル化に対応した人材育成は喫緊の課題です。とりわけ、これから社

会に出る学生にとって、膨大なデータから課題を発見し解決する力と論理的に思考する力は、

グローバル化社会の中で是非とも身に付けておくべき能力です。  

 本シンポジウムでは社会が求める人材について、社員を活用している企業経営の立場と、

教育のあり方を企画立案している行政の立場のそれぞれから、現状の紹介と問題提起をして

いただきます。それを受けて、統計学を学び身につけることの意義について、実務者、研究

者、教育者の立場から議論を交換していただき、会場参加者とともに考える場となることを

願っています。  

タイムテーブル 

14:00 開会にあたって 
    平澤典男（青山学院大学 副学長） 
    田中愛治（早稲田大学 理事） 
  
14:10-16:00 特別講演 
司会  舟岡史雄（日本統計協会 専務理事） 
 
    小林喜光（三菱ケミカルホールディングス 取締役社長 / 経済財政諮問会議民間議員） 
    「企業の持続可能性と人材」 
 

    板東久美子（文部科学省 文部科学審議官） 
    「社会が求める人材育成と大学教育」 
  
休憩 16:00～16:10 
  
16:10-17:20 パネルディスカッション 『統計は社会でどこまで役に立つか？』 
司会  中西寛子（成蹊大学 名誉教授） 
パネリスト 
    會田雅人（総務省統計局 統計調査部長） 
    狩野 裕（大阪大学大学院 教授） 
    杉田 健（三井住友信託銀行 年金コンサルティング部 部長） 
    西内 啓（統計家） 
    （アイウエオ順） 
 
17:20 シンポジウム総括 
    美添泰人（青山学院大学 教授） 「JINSEの目指すもの」 
 
17:30 閉会挨拶 
    田村義保（総合研究大学院大学 教授） 
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講演者 略歴 

小林 喜光 （こばやし よしみつ） 

 

 山梨県出身。東京大学大学院相関理化学修士課程修了後、ヘブライ大学物理化学科、ピサ

大学化学科に留学。その後、三菱化成工業（現・三菱化学）に入社。翌年、東京大学理学博

士号を取得。 

 三菱化学メディア取締役社長、三菱化学常務執行役員兼、三菱化学科学技術研究センター

取締役社長、三菱ケミカルホールディングス取締役などを経て、三菱ケミカルホールディン

グスおよび三菱化学取締役社長に就任、現在に至る。 

 2012年には三菱化学取締役会長、石油化学工業協会会長に就任する。 

 2013年より、経済財政諮問会議民間議員を務める。 

 

板東 久美子 （ばんどう くみこ） 

 

 岡山県出身。東京大学法学部卒業後、文部省入省。 

 生涯学習局婦人教育課長、文化庁文化部著作権課長等を経て、1998年から2000年まで、

秋田県の副知事を務める。 

 文部科学省高等教育局高等教育企画課長、大臣官房人事課長、大臣官房審議官等を歴任し、

2006年に内閣府男女共同参画局長に就任。 

 2009年、文部科学省生涯学習政策局長、2012年、高等教育局長を経て、2013年に文部科

学省文部科学審議官に就任、現在に至る。 
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パネリスト 略歴 

會田 雅人 （あいだ まさと） 

 

 1983年、東京大学工学系大学院（計数工学）修了、同年4月より総理府入省。総務省統計

局経済統計課長、消費統計課長、国際統計課長、総務課長などを歴任し、2012年9月から統

計局統計調査部長、現在に至る。 

日本統計学会代議員、応用統計学会理事（文書担当）。 

 

 

狩野 裕 （かの ゆたか） 

 

 20世紀半ば大阪住吉に生を得、中河内に育つ。大阪府立大学、筑波大学、大阪大学人間科

学部等を経て現職。専門は統計学・応用数学。現実の課題を解決するための統計学や人間・

社会に関するデータの分析方法と、それらの教育に関心がある。データから分かる事や分か

らない事などを学生と議論するのが楽しい。最近は、欠損値データの問題に精力的に取り組

む。得られるべきデータが得られないという事実自体が情報になる。 

 

 

杉田 健 （すぎた けん） 

 

1976年、東京大学理学部数学科を卒業後、同年4月より三井信託銀行年金信託部に入社。 

1992年、三井信託銀行証券部投資研究室長を経て、2012年、三井住友信託銀行年金コンサ

ルティング部年金数理人業務担当部長兼ペンション・リサーチセンター研究理事に就任、現

在に至る。 

2001年から2013年まで、日本アクチュアリー会理事を務める。 

 

 

西内 啓 （にしうち ひろむ） 

 

1981年生まれ。東京大学医学部（生物統計学専攻)を卒業後、東京大学大学院医学系研究科

医療コミュニケーション学分野助教、大学病院医療情報ネットワーク研究センター副セン

ター長、ダナファーバー／ハーバードがん研究センター客員研究員を経て、現在はデータに

基いて社会にイノベーションを起こすための様々なプロジェクトをコンサルティングする。

著書『統計学が最強の学問である』がベストセラーに。 
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小林 喜光 

 

 ２１世紀の地球に生きる我々の課題を明らかにしながら、あるべきソリューションの具体

像について考えます。人類と、企業の「持続可能性」を実現して行く為には、個々の学問や

ビジネスの領域を超えた、更には学問とビジネスが最初から融合した大きな連携や協同が必

要であり、それを実現出来る「コンセプト・クリエーター」、「プロジェクト・エンジニア

リング・スペシャリスト」と呼ぶべき人材が、グローバルリーダーとして求められているは

ずです。そしてそこに「魂」が加わる時、この失われた２０年から、日本経済は真の再生に

向かって歩き始めるはずだと考えています。 

企業の持続可能性と人材  

特別講演 趣旨 

板東 久美子 

 

 少子高齢化、グローバル化、高度情報化の進展など激しく変化し、多様化する２１世紀社

会を生きるために必要な力とは何かについて、今まで国内外において示された提言も参考に

しながら、考えてみたいと思います。特に重要なのは、予測困難な社会において課題を自ら

発見し、答えのない問いに対して主体的に考え、最善の解を導きだし、行動する力であり、

このような力を鍛える大学教育を目指した「大学教育の質的転換」が今改革の最も重要な課

題となっています。統計教育により課題分析や、仮説を立て、実証していく力を育むことは、

このような力の重要な基礎として位置づけられるといえましょう。 

社会が求める人材育成と大学教育  
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パネルディスカッション 趣旨 

中西 寛子 

 

 2013年の年明けとともに、「統計学」の文字が多くの書物や各種メディアで見られるよう

になりました。ビッグデータ、データサイエンティストの話題が中心ではあるものの、統計

学の重要性も強く語られています。「統計検定」の受験志願者も大幅に増加するという社会

の動きの中で、この流れが一時的なブームなのか、実際に統計学が社会で必要とされ役に立

つのかを考えたいと思います。 

 このたび登壇いただく４名のパネリストからは「統計学を学び身につけることによる意義

について」それぞれの立場でお話しいただきます。お話しいただく順は西内啓氏、杉田健氏、

會田雅人氏、狩野裕氏を予定しています。 

 

 西内氏は「統計学が最強の学問である」の著者であります。ご著書が社会にもたらした影

響は多大でした。氏は自らを統計家としてお仕事をされています。その立場から今後の人材

育成についてお話ししていただきます。 

 杉田氏は三井住友信託銀行にお勤めの実務家で日本アクチュアリー会の理事をされていま

した。JINSEでは、外部評価委員会の委員をお願いしております。統計データをどのように

仕事に活かすか、また企業が求める人材とはどの様なものなのかを含めお話ししていただき

ます。 

 會田氏は総務省統計局で公的統計の作成や公表に携わっておられます。行政が示す統計は

とても重要で、これらを活かした意思決定が必要です。社会と公的統計の関係について、ま

た社会人としての利用方法にも言及していただきます。 

 狩野氏は大阪大学で学部および大学院において教鞭をとられる教育者です。メディアにも

しばしば登場されます。統計が重要であると指摘される中で、現在の大学における統計教育

の実情と課題についてお話しいただきます。 

 これらのお話を受けた質疑では、会場参加者にも実務者、研究者、教育者、公務員、企業

人、学生など、それぞれの立場から参加していただき、「統計学と社会との関係」を議論で

きる場となることを願っています。 

統計は社会でどこまで役に立つか？ 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 

會田 雅人 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 

狩野 裕 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 

杉田 健 

 

 このパネルディスカッションでは、「統計データを仕事にどのように生かすか」というこ

とを主題に、統計の適用分野として二点をお話します。 

 一つは、アクチュアリーの関与する保険・年金の分野です。これは死亡・火災・風水害等

の事故、または長寿に対して保険金または年金を支払うための保険料計算に事故等の統計を

必要とします。 

 もう一つは金融工学の分野です。これは金融商品例えば株式の価格変動に対するヘッジ手

段を提供する等のために、価格変動の統計を必要とします。保険・年金・金融にかかわる、

生命保険会社、損害保険会社、銀行はリスクをコントロールすることを重要な使命の一つと

していますが、その基礎は正確な統計にあります。 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 



30 

パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 

西内 啓 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 



34 

パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 



37 

パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 
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パネルディスカッション パネリスト 資料 



シンポジウム総括 要旨 

美添 泰人 

 

 文部科学省の平成24年度大学間連携共同教育推進事業として「データに基づく課題解決型

人材育成に資する統計教育質保証」の提案が選定されたことを受けて、「統計教育大学間連

携ネットワーク（JINSE : Japanese Inter-university Network for Statistical 

Education）」が発足しました。 

 私たちの取組の目的は、大学間連携ネットワークを通じて各大学の統計教育資源を有効に

活用し、データに基づく科学的な思考力を増進させ、我が国の今後のイノベーションを担う

課題解決型人材を育成することにあります。 

 欧米先進各国はもとより、近年では、中国や韓国などにおいても、統計を専門とする多く

の学科・専攻が設置され、イノベーションを担う人材を社会に供給するようになっています。

それに対して、日本では統計を専門とする学部・学科が存在しないことなどの理由から、大

学における統計教育が専門家によって体系的に行われているとは言い難い状況にあります。

このことが、データに基づく科学的な思考力を持った人材の育成が不十分という結果を招い

ています。 

 現在では、確率的な現象に関する十分な理解に基づき、統計手法を正しく適用して、卒業

研究や研究論文において適切なデータ処理ができることが求められています。このような統

計的思考力は、文系理系を問わず大学教育のあらゆる分野で必要とされ、また、社会におい

ても強く求められる能力です。このような我が国の現状を大きく変革することに私たちの連

携の意義があると考えています。 

 本日のシンポジウムは、2012年10月にJINSEが発足してから約1年を経過した時点で、これ

までの取組の内容を紹介し、今後の方向を提示するものです。社会が求める人材像を明確に

し、そのような要求に応えらえるように大学教育を整備することが、私たちのネットワーク

の目的です。 

 皆様からの意見・要望などを反映しながら、JINSE としての取組を進め、その成果が多方

面で活用されること、今後の統計教育の発展に貢献できることを願っています。 

 

統計教育大学間連携ネットワーク 

運営委員長 美添泰人 

「JINSEの目指すもの」 
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文部科学省 大学改革推進等補助金 大学間連携共同教育推進事業 平成24年度採択  
「データに基づく課題解決型人材育成に資する統計教育質保証」 

〒150-8366        
東京都渋谷区渋谷 4-4-25 
青山学院大学 経済学部  
美添泰人研究室内        
大学間連携GP事務局    
Tel/Fax: 03-3409-9586 
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